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概要
現在、⾃動⾞の電動化、インテリジェンス化に伴い、様々
な⾞載バスが採⽤されています。これまで広く使われてき
たCANバスは、さらなる通信速度およびデータ量の向上
やセキュリティー対策に対応したCAN FDに移⾏しつつあ
ります。
様々な場所に使われる異なる規格のシリアルバスを、⼀
度に解析することは、システムの開発・評価において重要
になっています。

ポイント
• 最⼤500Mポイント※のロングメモリー
• 100,000個のヒストリメモリー
• ⾯倒な初期設定を⾃動で⾏うオートセットアップ
• シリアルバスのIDやデータ、エラーコード等でトリガ
• シリアルバスのデコード表⽰
• ４種類のバスの同時解析

ミックスドシグナルオシロスコープ DLM3000

特⻑

ロングメモリーによる⻑時間捕捉

最⼤500Mポイント※ のロングメモリーを搭載でき、サ
ンプルレート25MS/sであれば、最⼤20秒の波形を
捕捉できます。

シリアルバス解析

• UART(RS232) / I2C / SPI / CAN / 
CAN FD / LIN / FlexRay / SENT / 
CXPIにおけるIDやデータ、エラーコードでのトリガ
とデコード表⽰（オプション）

• シリアルバスのビットレートや電圧レベルを⼊⼒信
号から⾃動設定するオートセットアップ機能

• 通信速度の異なる４種類のバスを同時解析
• ２か所ズーム表⽰で解析もスムーズ

⾞載バスの評価

DLM3000 ミックスドシグナルオシロスコープ

4種類のシリアルバスの同時解析とリスト表⽰例

※：/M2オプション、シングルトリガモードかつ奇数ch測定時


